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はじめに
　心臓の鼓動，海の波，鳥のさえずりなどにリズムがあるよ
うに，言語にもリズムがある。もっとも，「言語音」（speech 
sound）に生じるリズムの要因は単一ではない。たとえば，英語，
オランダ語，ロシア語，アラビア語などでは「強勢」（stress）
から強勢までがリズムの単位を形成し，スペイン語，イタリア
語，フランス語，ヨルバ語などでは音節から音節までが一区切
りとなる。一方，日本語，タミル語などでは音節でも強勢で
もない「モーラ」（mora）と呼ばれる単位が用いられる。これ
らいずれの単位にも「等時性」 （isochrony）という特徴があり，
それぞれ同じ長さで繰り返されるが，これらの単位は「非両立
的」（incompatible）である （Nespor，et al. （2011: 1147-1159））。
言語のリズムの基本単位が一様ではなく，しかも非両立的であ
るとなると，この相違は言語表現にも影響を及ぼすと考えられ
る。そこで，本稿では  A and B， A or B  という形式の「等位句」
（coordinated phrase）の構成素の語順に言語のリズムの単位が
どのように関わっているのかについて考察する。
Ⅰ．言語のリズムの等時性
　英語やオランダ語などのリズムは「強勢基準的リズム」 
（stress-timed rhythm）と呼ばれ，（1a）のように強勢 ‘-’ のあ
る音節 ‘σ’ と後続の無強勢音節が１つの長さの単位を形成する
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が，強勢音節に先行する無強勢音節にはこの機能はない。一方，
スペイン語やイタリア語の「音節基準的リズム」（syllable-based 
rhythm）の場合，強勢の有無にかかわらず，（1b）のように母
音 （および前後に生じる子音）が長さの単位となる。ところ
が，日本語やタミル語の「モーラ基準的リズム」（mora-based 
rhythm）の場合，（1c）のように母音 （および先行の子音）のみ
ならず， 音節を形成しない子音も単独で長さの単位（=モーラ 
‘µ’）となりうる。
　（1）a. 強勢基準的リズム
　　　  σ-σσ -σσ σ -σσ -σ -σσσ σσ-σσ
　　  b. 音節基準的リズム
　　　  CV CCVC CV V VC CVC
　　  c. モーラ基準的リズム
　　　      µ  µ     µ   µ       µ
　　   　CV V CV C CV
　　  　  σ  σ σ         σ
1.1. 英語のリズムの等時性
　本稿では英語と日本語を分析対象とすることから，強勢基準
的リズムとモーラ基準的リズムの特徴について詳しく述べてお
きたい。最初に英語のリズムの場合，（2a，b，c）のように語・句・
節内の音節のどこか１か所に強勢が置かれると，この強勢音節
と後続の無強勢音節は１つの「強勢グループ」 （stress group）
を形成し，このグループはほぼ等しい長さで発音される。ちな
みに，強勢音節に先行する無強勢音節は弱く速く発音されるこ
とから，強勢グループに属さず，語・句・節の音量には関与し
ない。一方，（2d）のように強勢音節が２つ以上ある場合，こ
れらの発話は強勢音節の数に応じて長さが決まる （O’Connor 
（1980: 95-100））。
　（2）a. nine   ninety   ninetieth
　　　  -na㸍n   -na㸍nti     -na㸍ntiəɵ
　　  b. drink   drinking   drinking it
　　 　 -dr㸍ŋk    -dr㸍ŋk㸍ŋ     -dr㸍ŋk㸍ŋ 㸍t
  　　c. London   in London   I was in London.
　　  　-lʌndən    㸍n -lʌndən    a㸍 wəz 㸍n -lʌndən
　　  d. Both of them left early.
　　  　-bə㷚ɵ əv ðəm -left -㷖ːli
1.2. 日本語のリズムの等時性
　日本語のリズムの特徴は，（3） のように子音＋母音（CV），
子音＋拗音＋母音（CyV），母音 （V），鼻音 （N），促音 （Q），
長母音の後半部分 （R）のいずれの単位（=モーラ）によっても形
成されることにある （Labrune （2012: 143-147），Iwasaki （2013: 
33-46）。
　（3）a. CV: /ka/, /se/, /mu/, /to/, /wa/, など。
　　  b. CyV: /kyo/ kyo「虚」，/syu/ shu「朱」，/tya/ cha「茶」，
　　　  など。
　　  c. V: /a, /i/, /u/, /e/, /o/
　　  d. N: /teN/ ten「天」
　　  e. Q: /kiQte/ kitte「切手」
　　  f.  R: /suR/ suu「吸う」，/toR/ too「十」
Ⅱ．英語のリズムと等位表現
　英語では gold and silver，heaven and earth，to and fro，
trick or treat のように，語が２つ並列して A and B または A 
or B という形式をとる等位表現が多く用いられる。このうち，
句全体が慣用化して２つの語が入れ替えられないものは「凍結
句」（freeze）と呼ばれる。このような等位表現の構成素の語順
は個々の言語の特性のみならず，言語の普遍性に基づく場合も
少なくない。そこで，本節では英語の等位句を取り上げ，２つ
の構成素がどのような原則に従って並べられているのか，およ
び等位句の形成に等時性やリズムがどのように関わっている
のかについて考察する。ちなみに，Ross（1982）は接続詞を伴
わない（4a）のような例を英語の等位句に含めている。しかし，
willy-nilly は意味的に対照的な構成素から成るものの，他の２
例では構成素は互いに対等な関係にあるとはいえず，接続詞の
脱落または省略の結果として生じた句でもなく，複合語の可能
性もあることから，等位句に含めるのは妥当ではない。一方，
（4b）の bread-and-butter （=bread and butter）の場合， and は
弱化して [n] となり，[
-
bred n -bʌtə] と発音されるが （Wells 
（20083: 102）），and は弱化しているものの，脱落しておらず，
書記上も完全に維持されていることから，willy-nilly などの例
と同列に扱えない。それゆえ，本稿では英語の等位表現を「２
つの構成素が接続詞で結ばれていて，接続詞が音声的に脱落し
ていないもの」に限定する。
　（4）a. criss-cross （<Christ’s cross「キリストの十字架」），
mumbo-jumbo 「呪文の一種」，willy-nilly（<will I, nill 
（=won’t） I）
　　  b. bread-and-butter
2.1. 英語の等位表現の語順の原則
　本稿では，英語の等位表現の例をイギリスの小説家 George 
Orwell （1903-50）の Animal Farm『動物農場』（1945年刊）から
抽出した。この中編小説を選んだのは，等位句の種類と数が豊
富であり，有効な一般化が引き出せると思われるからである。
分析の対象となるのは A and B または A or B という形式の
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句であるが，動詞の場合，たとえば She jumped and slipped 
on the ice. のように，動詞の語順は語そのものの意味や構造で
はなく，動作や状態の順序によって決まることから，対象外と
した。
　『動物農場』で用いられている（5）の43例の等位句を分析し，
構成素の語順を支配している規則を設定するためには，分析の
基準と例の下位区分が必要である。なお，（5）の例の括弧内の
数字はその句の使用回数を表す。
（5）bit and spur, body and soul, by and large, chaff and 
mangels, clever or simple, comfort and dignity, correct 
and original, cows and horses, day and night （＝night 
and day）, ducks and hens（cf. hens and ducks（2））, external 
and internal, friends and enemies, geese and turkeys, 
grain and meal, hay and corn, here and now, hoof and 
horn, hunger and overwork, idle and dishonest, manes 
and tails, misery and slavery, oats and hay （2）, old 
and toothless, once or twice, picks and crowbars, pigs 
and lambs, pushing and pulling, rain or shine, rats and 
rabbits, red and black, rich and free, thick and green, 
sheep and cows, sleet and snow, slowly and mournfully, 
sooner or later （=soon or late）, support and pleasure, 
terror and slaughter, to and fro（5）, vanity and ambition, 
weak or strong, wheat and barley, wise and benevolent
　Wells （20083）の発音表記によれば，これらの例の構成素は
すべて単一の強勢音節から成ることから，強勢音節の数による
分類は無意味である。そこで，構成素の音節数の相違によって 
（6）のような３つのグループに分けてみた。すなわち，等位句
の２つの構成素のうち２番目の方が音節数が多くなる （6a）の
ような場合，２つの構成素の音節数が同一となる （6b）のよう
な場合，最初の構成素の方が２番目の構成素よりも音節数が多
くなる （6c）のような場合の３つである。このうち，（6b）型は 
（6a）型の２倍の頻度で生じるが，（6a）型と正反対の語順とな
る （6c）型はわずか１例のみである。このことから，等位句の
構成素の語順は音節の数と何らかの関係があり，頭でっかちと
なる （6c）のような語順は敬遠されている可能性がある。
　（6）a. A < B （=14例）
chaff and mangels, comfort and dignity, correct 
and original, cows and horses, friends and enemies, 
geese and turkeys, hunger and overwork, idle and 
dishonest, old and toothless, picks and crowbars, rats 
and rabbits, slowly and mournfully, wheat and barley, 
wise and benevolent
　　  b. A = B （=28例）
bit and spur, by and large, clever or simple, day and 
night （＝night and day）, ducks and hens （cf. hens and 
ducks （2））, external and internal, grain and meal, hay 
and corn, here and now, hoof and horn, manes and 
tails, misery and slavery, oats and hay（2）, once or twice, 
pigs and lambs, pushing and pulling, rain or shine, 
red and black, rich and free, sheep and cows, sleet 
and snow, sooner or later （=soon or late）,  support 
and pleasure, terror and slaughter,  thick and green, 
to and fro （5）, vanity and ambition, weak or strong
　　  c. A > B （=1例）
　　 　 body and soul
2.2. 言語音のきこえ度と音節
　（6b）の clever or simple という句の第２要素となっている 
simple は一般に [símpl] と表記されることから， １音節とみな
されることが多い。この場合，この語が２音節語の clever と
等位句を形成すると,（6c）の型に属することになるので，音節
の本質の理解を深めておく必要がある。
　そもそも，言語音は音波であることから，山と谷の起伏のあ
る音の波が聞き手の耳に伝わると，聞き手はその情報を手がか
りにして，（7a，b）のような音の種類などを識別することにな
る。言語音の強さ，高さ，長さを等しくして発音すると，聞こ
えやすい音とそうではない音があることがわかる。具体的には，
（7c）に示したとおり，母音は子音よりも聞こえやすく，子音
は阻害音（閉鎖音，摩擦音，破擦音），共鳴音（鼻音，側音，流
音，渡り音）の順に「きこえ度」（sonority）が高くなる。一方，
母音は （7aiv）のように口の開け方が小さい閉母音→口の開け
方の大きい開母音の順にきこえ度が高くなる （Duanmu （2010: 
42），Szigetvári （2011: 70-73））。
　（7）a. 母音 （vowel=V）：
　　　i.      短母音：/㸍, e, æ, ʌ, 㷜, 㷚, ə/
　　　ii.    長母音：/iː, ɑː, ɔː, uː, 㷖ː/
　　　 iii.  二重母音：/e㸍, a㸍, ɔ㸍, ə㷚, a㷚, 㸍ə, eə, 㷚ə/
　　　iv.  閉母音：/㸍, ɔ, 㷚/　　開母音 : /æ, ɛ, ɑ/
　　  b. 子音 （consonant=C）　
　　　i.    阻害音 （obstruent=O）
　　　　  閉鎖音 （stop）：/p, b, t, d, k, 㷅/
　　　　  破擦音 （aﬀricate）：/tʃ, dʒ/
　　　　  摩擦音 （fricative）：/ɵ, ð, f, v, s, z, ʃ, ʒ, h/
　　　ii.   鼻音 （nasal）：/m, n, ŋ/
　　　iii.  流音 （liquid）：/l, r/
　　　iv.  渡り音 （glide）：/j, w/ 
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　  　c. 「きこえ度の階層」（sonority hierarchy）（右に行くほ
　　  　どきこえ度が高まる）
　　  　O （阻害音：閉鎖音→破擦音→摩擦音）→ S （共鳴音： 
　　  　鼻音→流音→渡り音）→ V （母音）
　（7c）のきこえ度の階層を用いて，たとえば Lancaster とい
う語のきこえ度を図で示すと（8a）のようになる。この図では
前後の音よりもきこえ度が高くなる「中心部」 （peak）が３個
所あることから，この語は３音節から成るといえる。一方，（8b）
の simple は中心部が２個所あること，および，Wells （20083  : 
743）では [s㸍mp l] と表記されていることから２音節語とみな
せる。
　（8）a. Lancaster            b.  simple
  　　　l æ ŋ k ə s t ə          s 㸍 m p l
2.3. 音節数が同じ等位句の構成素の語順
  構成素の音節数が等しい （6b）の等位句ではどのような原則
に従って語順が決定されているのかを解明するために，構成素
の音節数が同じ例を （9a，b，c）のように同じグループに分け
ることにした。このような類別をすると，（9a）の中の１音節
語の構成素の比較は容易になる。
（9）a. bit and spur, by and large, day and night, ducks and 
hens, grain and meal, hay and corn, here and now, 
hoof and horn, manes and tails, oats and hay, once or 
twice, pigs and lambs, pushing and pulling, rain or 
shine, red and black, rich and free, thick and green, 
sheep and cows, sleet and snow, to and fro, weak or 
strong
  　　b. clever or simple，sooner or later，support and 
pleasure，terror and slaughter 
  　　c. external and internal，misery and slavery， vanity 
and ambition
　   
　ただし，語の音節構造についての理解は不可欠であるので，
（10）に詳細を示す。音節は一般に中核をなす「韻」（rhyme）と，
それに先行する「頭子音」（onset）から成る。韻は中心部の「音
節核」（nucleus）と後続の「末尾子音」（coda）から成る （Fox 
（2000: 58-62），Duanmu （2010: 4））。
　（10）a. 　　　　Syllable （σ）
            　              　　　　Rhyme （R）
         　 Onset （O）　 Nucleus （N）　 Coda （Co）
　　　b.     σ          σ          σ          σ
                   R           R           R           R
          　O N  Co  O N  Co  O N  Co  O N  Co
          　s   㸍   t    s  t r i ː  t   t  e k s t   s t r e ŋ ɵ
                    sit        street       text      strength
　（7c）のきこえ度の階層と （10a）の音節構造を手がかりにし
て，red and black，push and pull，grain and meal の等位句
の構成素の音節構造を示すと（11）のようになる。s （=strong）
と w （=weak）は密接な関係にある隣接音との相対的なきこえ
度の大小の相違を示す。これによって形成された樹形図 （11a）
を見ると，２つの構成素の音節数は同じであるが，右側の構成
素の方が左側のものより複雑な構造を示すことがわかる。（6b）
の28例のうちの13例はこの （11a）と同じ型に属する。音節数の
多い構成素が２番目にくる （6a）の等位句では，右側の構成素
の方がより複雑な構造を示すことから，（6a）の14例と （6b）の
13例は同じグループに属するとみなせる。そうなると，『動物
農場』の43例の等位句のうち27例（=62.79%）では音節数がより
多いか，それとも音節構造がより複雑な語を２番目の位置に置
くという原則があるといえる。しかし，それでもなお，（11b）
のように２つの構成素の音節数と音節構造の複雑度が同じにな
る場合が13例，および，（11c）のように音節数または音節構造
がより複雑な語が最初の位置を占める場合が３例，合計16例（＝
全体の37.21%）は原則に合致しないことになる。音節の構造の
複雑度を用いて等位句の語順を決定するという（11）のような
方法は Fujiwara（1997）が提案したものであるが，４割近い例
の語順が説明できないことから，別の何らかの原則が介在して
いる可能性がある。
　（11）a. red  and  black 　　b.  push  and  pull 
                   s       w s              　　s             s    
           w sw    ws sw          　w sw        w sw  
            r   e d      b  l  æk              p   㷚 ʃ           p   㷚  l
　　　c. grain and meal
                      s              s
            w    s              s
           ws sw w  w sw w
            㷅  r  e  㸍      n     m   i  ː      l
　そこで，今度は母音と子音の音質の特徴から，語順に関わる
原則を探ってみたい。（12a）の rain と shine の場合，頭子音の 
[r] と [ə] はきこえ度の大きい順に並んでいる。一方，（12b, c）
　・
　　　　・　     ・
  ・
　      ・
　　　　     ・
　　     ・        ・
　  ・
　     ・      ・
   ・
　   　   ・
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の push と pull，hoof と horn の場合，末尾子音の [ə] と [l]，[f] 
と [n] はそれぞれきこえ度が小さい～大きいという順に並んで
いる。これらの例の語順は Ross （1982）が提案した規則に合致
していて，現代英語以外のさまざまな言語にも当てはまるも
のである。そこで，この３例を加えると，43例中30例（30/43 
=69.77%）の等位句の構成素は明確な規則に従って並べられて
いることになる。それでもなお，約30%の例において構成素の
並べ方の原則が解明できない。
　（12）a. rain or shine       b. push and pull 
　　　　re㸍n      ʃa㸍n              p㷚ʃ            p㷚l   
　　　c. hoof and horn
　　　　huːf          hɔːn
2.4. 等位句と凍結句
　等位句の例を『動物農場』から採ったことから，２種類の動
物を並べた （13a）のような句や，動物の体の部位や飼料を並べ
た （13b）のような句がかなり多く出てくる。これらのうち，英
語の語構造の特徴から語順を説明できないものは言語構造以外
の原則に従っている可能性がある。たとえば，畜産業者であれ
ば （13a）のような複数の動物間の優劣，（13b）のような動物の
体の部位，餌の種類，装備品を表す語の配列に係る原則を理解
している可能性がある。しかし，素人判断は事実を把握しそこ
なう恐れがあることから，この点に関しては本稿ではこれ以上
の考察は控えたい。
（13）a. sheep and cows, rats and rabbits, cows and horses, 
geese and turkeys, pigs and lambs, ducks and hens 
（hens and ducks）
b. bit and spur, wheat and barley, hay and corn, oats 
and hay, manes and tails, hoof and horn, chaﬀ and 
mangels, grain and meal
2.5. 凍結句の構成素の語順
　そこで，今度は『動物農場』の例以外の （14a）の22例の凍
結句を取り上げ，構成素の語順の原則を解明したい。なお,　
これらの句は安藤 （2011）から無作為に選んだものである。ま
ず，（14a）の例を （14bi，bii，biii）の３つのグループに分ける
と，興味深い事実が浮かび上がってくる。すなわち，（14bi）で
は，２つの構成素は日本語の「鍋」と「蓋」のように単独でも
存在しうるが，本来は一組のものとして有効に機能し，用途の
主体となるものが句の最初の位置を占める。（14bii）では，社
会通念として定まっている物事の優劣や価値判断に従って，上
位にあるものが最初の位置を占める。（14biii）では，定まって
いる空間や方角の捉え方の原則に基づいて語が配置される。要
するに，これらの例では言語外的要因に基づく構成素の順序は
音構造に基づく語順の原則よりも優先されているのである。
（14）a. body and soul, bow and arrow, boys and girls, bread 
and butter, east and west, far and wide, father and 
son, ﬁsh and chips, friends and foes, gold and silver, 
heaven and earth, here and there, in and out, ladies 
and gentlemen, men and women, north and south, 
oﬀ and on （米）~ on and oﬀ （英）, pen and ink, right 
and left, right or wrong, up and down, Yes and no., 
yes or no
b. i. body and soul, bow and arrow, bread and butter, 
ﬁsh and chips, pen and ink
ii .boys and girls , father and son, ladies and 
gentlemen. men and women, friends and foes, gold 
and silver, heaven and earth, right or wrong, right 
and left
iii.  east and west, north and south, far and wide, in 
and out, on and oﬀ，up and down
Ⅲ．日本語のリズムと等位表現
　英語と日本語には様々な言語上の相違点があるが，音韻面で
はリズムの単位が大きく異なる。すでに見たように，英語では
強勢音節がリズムの中核となっていて，（15a）の３つの語は互
いに音節数は異なるが，語に含まれる強勢音節はいずれも１つ
であることから，どの語もほぼ同じ長さで発音される。一方，
日本語の場合，（15a）の英語に対応する3語をカナで表記する
と，カナ1文字は1モーラに相当することから，（15b）のように 
Smith 「スミス」は３モーラ，dragon 「ドラゴン」は４モーラ，
wonderful 「ワンダフル」は５モーラとなり， 語全体の長さは
モーラの数だけ増える。それゆえ，モーラ基準的言語である日
本語の等位表現にはどのような特徴があり，それは英語の場合
とどのように異なるのかについて明らかにしたい。
　（15）a. Smith      dragon     wonderful
　　　　  -sm㸍ɵ         -dræ㷅 en       -wʌndəfəl
　　　      σ             σ σ              σ        σσ
　　　b. スミス　　ドラゴン　　ワンダフル
　　　　 µ µ µ　　   µ µ µ µ          µ µ µ µ µ
3.1. 日本語の等位句の形式と構成素の配列
　最初に，日本語の等位句の形式に関する問題点を指摘してお
きたい。「天地」，「生死」，「是非」，「白黒」，「寒暖」，「善悪」
のように，句を構成する２つの語が対照的な意味を表す等位句
の場合，接続詞の「と」または「か」がなくても成立し，しか
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もこのような例はかなり多いことから，本稿では，英語の場合
とは異なり，接続詞のない漢語による等位表現も対象に含めて
おく。
　次に，日本語の等位句を構成する語の配列上の原則について
探るために，社会通念から判断してより優れている，より好
ましい，あるいは理にかなっていると思われる順番に配置さ
れる （16a）のような句，２つの構成素が「鍋と蓋」の関係にあ
り，本来は1組のものとして機能する物を表す （16b）のような
句，互いに対立する物または概念ではあるが，ともに並列して
用いられることの多い （16c）のような句の３通りに区分した。
　（16）a. 天と地，金と銀，父と母，父と息子，兄と弟，姉と妹，
生と死，飴と佃，善と悪，上下，前後，長短，裏表（う
らおもて）
　　　b. 弓と矢，鍋と蓋，紙と鉛筆，下駄と鼻緒，軒と庇，
銚子と盃
　　　c. 水と油，味噌と醤油，塩と砂糖，義理と人情
  日本語のカナ文字はモーラと呼ばれる長さの単位に対応して
いることから，（16）の等位句の構成素の配列方法が把握しや
すくなるように，（16）の例をすべて（17）のようにカナで表記
した。そうすると，「テン」は２モーラ，「チ」は１モーラ，「サ
トウ」は３モーラというように，語の長さは容易に数えること
ができる。（17）の例のうち，「テンとチ」のような２語が頭で
っかちの配列は言語外的要因による語順であることから問題は
生じない。この1例と （17b）の「ユミとヤ」を除く大半の例では，
モーラの数の多い方が等位句の２番目の位置を占めていること
から，構成素の意味上の優劣が語順の決定要因となっていない
（16a，b）のような場合には，モーラの数が構成素の配列を決
定し，モーラの数の少ない方が先に配置されるという原則がほ
ぼ確立していると思われる。
　（17）a. テンとチ（2：1），キンとギン（2：2），チチとハハ（2：2），
チチとムスコ（2：3），アニとオトウト （2：4），アネ
とイモウト（2：4）
　　　b. ユミとヤ（2：1），ナベとフタ（2：2），カミとエンピ
ツ（2：4），ゲタとハナオ（2：3），ノキとヒサシ（2：3），
チョウシとサカズキ（3：4）
　　　c. ミズとアブラ（2：3），ミソとショウユ（2：3），シオ
とサトウ（2：3），ギリとニンジョウ（2：4）
3.2. 英語と日本語の等位表現の比較
　日本語の等位表現とモーラとの関係をより明確にする場合，
（14）の英語の等位句の例は有力な手がかりとなりそうである。
なぜなら，英語の等位句の語順が日本語では逆になっている
例が（14a）の23例中７例もあるからである。そこで，これらの
７例を（18a）に再掲し，それぞれのカナ表記を （16b）に示した。
ただし，ladies and gentleman の語順は言語外的要因に基づく
ことが明らかであるので，対象から外すことにする。これによ
って,「あちこち」と「南北」の２つの構成素のモーラは同一と
なるものの，他の４例ではモーラの数の多い方が２番目の位置
を占め，モーラの多い方が最初の位置に来る例は１つもないこ
とがわかる。それと同時に，（18b）に示したように，漢字の音
読みと訓読みでは語順が逆転する例が少なくないことが明らか
となった。たとえば，「左右」は訓読みの場合には「ミギ・ヒ
ダリ」が一般的であり，同様に，「南北」は「キタ・ミナミ」，「東西」
は「ニシ・ヒガシ」，「表裏」は「ウラ・オモテ」，「寒暖」は「ア
ツサ・サムサ」となる。興味深いことに，逆転した結果，訓読
みの例の多くがモーラの数が多い方が２番目の位置を占めてい
る。それゆえ，日本語の等位表現では構成素の配列にモーラが
大きく関わっていると言える。
　
　（18）a. friends and foes「敵も味方も」，here and there「あち
こちで」，in and out「出たり入ったり」，ladies and 
gentlemen「紳士諸君並びに御婦人方」，right and left
「左右（を確認する）」，north and south「南北（問題）」，
east and west「西も東も知らない」（英語では東西南
北は north，south，east，west の順が一般的である。）
　　　b. 敵も味方も （テキ：ミカタ=2：3）,　あちこち（アチ：
コチ=2：2），出たり入ったり（デル：ハイル：2：3），
左右（サ：ユウ=1：2），南北（ナン：ボク=2：2）
　　　c. 左右（サ・ユウ→ミギ・ヒダリ）
　　　　南北（ナン・ボク→キタ・ミナミ）
　　　　東西 （トウ・セイ→ニシ・ヒガシ）
　　　　前後 （ゼン・ゴ→ウシロ・マエ）
　　　　表裏 （一体）（ヒョウ・リ→ウラ・オモテ）
　　　　寒暖 （カン・ダン→アツサ・サムサ）
　　　　風雨 （フウ・ウ→アメ・カゼ）
Ⅳ．結び
　英語の等位句の構成素は一般に社会通念としての評価が高い
順に配列されるが，その他の場合には，今回の分析の結果，英
語やオランダ語などの特徴となっている強勢基準的リズムは機
能せず，構成素の音節の数，音節構造の複雑度，分節音の音質
が語順の決定要因となっていることが明らかとなった。一方，
モーラをリズムの単位とする日本語の場合，等位句の構成素の
語順は，言語外的要因に基づく例を除くと，モーラの数の少な
い方が最初の位置を占めるという原則がある。ただし，漢語の
音読みに基づく等位句を訓読みにすると語順が逆転する例と，
英語の等位表現を日本語に直すと語順が逆になる例では，モー
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ラの量的関係が深く関わっていることが明らかとなった。
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